
令和６年度 技術・家庭科（技術分野） 第１学年 年間指導計画  
三次市立十日市中学校 

月 題材名 時数 ねらい 
評 価 基 準 学習指導 

要領 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度  
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ガイダンス ４  

①技術の役割 
（１） 

○社会や生活に生かされている技術に関心をも
ち，その役割を知る。 

 

  ・人びとの「願い」を実現するための
技術を見つけ，その役割を考えてい
る。 

A(1) 

②技術の見方・考え方 （１） ○技術の見方・考え方を知る。 
 

  ・技術の見方・考え方を知り，関心を
持っている。 

③技術と生活・産業 
④技術とエネルギー・環境 

（１） ○技術が生活や産業に及ぼしている影響に気づ
く。 
○技術の進歩による新たに発生した問題とその解
決のために技術が果たす役割を知る。 

  ・技術の向上により生活や産業に及ぼ
す影響を考えている。 
・環境保全の技術開発と，持続可能な
社会の実現の必要性に関心を持って
いる。 

⑤受け継がれ発展する技術 （１） ○日本で受け継がれてきた技術に関心を持つ。   ・日本の伝統的な技術が受け継がれ発
展し，現代の生活や産業のものづくり
に活用されていることに関心を持っ
ている。 

１生活や社会と生物育成の技術 ５  

１－１①生活や社会を支える生物育成 （１） ○生物育成の技術が生活や社会に果たしている役

割について考える。 

 ・生物育成の技術に込められた工夫を
読み取り，生物育成の技術が最適化さ
れてきたことに気付くことができる。 

・進んで生物育成の技術と関わり，主
体的に理解し，技能を身に付けようと
している。 

B(1)ア １－１②身の回りにある生物育成の技
術 

（１） 

１－２①作物の栽培技術 （１） ○作物，動物，水産生物及び森林に関わる栽・飼

育・育成技術について知る 

・作物，動物及び水産生物の成長，生
態などについての科学的な原理・法
則を説明できる。 
・生物の育成環境を調節する方法など
の基礎的な技術の仕組みを説明でき
る。 

 

B(1)イ 

１－２②動物の飼育技術 （１） 

１－２③水産生物の栽培技術 （１） 

１－２④森林の育成技術 （－） 

２生物育成の技術による問題解決 ２  

①問題解決の流れ （１） ○問題解決の手順を知り，生物育成の技術を用い

て解決したい問題を見つけ，課題を設定する。 

 ・生物育成の技術が地域の自然環境に
及ぼす影響に関わる問題を見いだし
て課題を設定できる。 

・自分なりの新しい考え方や捉え方に
よって，解決策を構想しようとしてい
る。 

 
・自らの問題解決とその過程を振り返
り，よりよいものとなるよう改善・修
正しようとしている。 

B(2)イ 

②生物育成の計画の立て方 （１） ○設定した課題に基づき，育成環境の調節方法を

構想して，育成計画を具体化する。 

○安全・適切に栽培・検査し，必要に応じて適切

に対応する。 

○設定した課題の解決状況を評価するため，作物

の生育状況と，育成環境の調節，成長の度合いな

どのデータを記録する。 

○収穫の様子（品質や収穫量など）と，解決過程

で収集したデータとを整理して，収穫レポートに

まとめながら，問題解決の過程と結果を振り返

る。 

・育成計画に沿い，観察や検査の結果
を踏まえ，安全・適切に育成環境の
調節や，作物の管理・収穫ができる。 

・条件を踏まえて課題の解決策を構想
し，育成計画表等に表すことができ
る。 
・育成計画に基づき，記録したデータ
と作物の生育状況とを比べながら，合
理的な解決作業を決定できる。 
・自らの問題解決の工夫を，生物育成
の技術の見方・考え方に照らして整理
するとともに，課題の解決結果を記録
したデータに基づいて評価する。 

B(2)アイ 

３これからの生物育成の技術 １  

①生物育成の技術の学習をふり返ろう （１） ○ここまでの学習活動を振り返り，生物育成の技

術の見方・考え方について考える。 

 

・これまでの学習を踏まえ，生物育成
の技術の役割や影響，最適化につい
て説明できる。 

  

B(3)ア 

②生物育成の技術と私たちの未来  ○生物育成の技術を評価し，技術の適切な活用に

ついて考える。 

 ・よりよい地域社会の構築を目指して，
生物育成の技術を評価し，適切な選
択，管理・運用の在り方について提言
をまとめることができる。 

 

・よりよい地域社会の構築を目指して，
生物育成の技術を進んで工夫し創造
しようとしている。 B(3)イ 

１生活や社会と材料と加工の技術 ７  A(1)イ 
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１－１①生活や社会を支える材料と加
工の技術 
１－１②身の回りにある材料と加工の
技術 

（１） ○身の回りの製品を観察し，使用されている材料

やその加工方法や工夫されていることを調べる。 
 ・生活の中で利用されている製品に込

められた工夫を読み取り，材料と加工
の技術の見方・考え方に気付くことが
できる。 

 

１－２①さまざまな材料と加工の技術 （１） ○木材や金属などの材料の特性に関係する実験・観

察を行う。 

・木材や金属などの材料と使用方法を説

明できる。 

 ・進んで材料と加工の技術に関わり，
主体的に理解し，技能を身につけよう
としている。 

A(1)ア 

１－２②木材の材料と加工の技術 （１） ○木材の特徴と加工方法を調べる。 ・木材の特徴や加工法の科学的な原理・

法則を説明できる。 

 
A(1)ア 

１－２③金属の材料と加工の技術 
１－２④プラスチックの材料と加工の
技術 

（１） ○金属やプラスチックの特徴と加工方法を調べる。 ・金属やプラスチックの特徴や加工法の

科学的な原理・法則を説明できる。 

 
A(1)ア 

１－２⑤構造を丈夫にする技術 （１） ○身の回りの製品や社会の中にあるじょうぶにす

るための工夫を調べる。 

・じょうぶな構造や形状・組み合わせに

ついて科学的な原理・法則を説明でき

る。 

 

A(1)ア 

１－２⑥製図 （２） ○等角図法および第三角法による正投影図法を身

につける。 

○製図のルールを知る。 

・図面を読んだり，書いたりすることが

できる。 

 

A(2)ア 

２問題解決の手順 １５  

２－１①問題解決の流れ （１） ○材料と加工の技術による問題解決の手順を調べ，

問題解決の視点について考える。 

 ・製品の問題解決の手順から，問題解決

の視点について，気付くことができ

る。 

・自分なりの新しい考え方や捉え方によ
って，解決策を構想しようとしている。 A(2)イ 

２－１②問題発見と課題の設定 （１） ○生活の中から，身の回りの問題を見いだして，課

題を設定する。 

 ・生活の中から材料と加工の技術に関わ

る問題を見いだして，整理・整頓に関

わる課題を設定することができる。 
A(2)イ 

２－１③設計 （３） ○設定した課題に基づき，製作物を構想・試作する。 

○課題を解決する製作品の設計図・工程表を具体化

する。 

・製作品の構想図をかき，試作品を製作

することができる。 

・製作品の製作に必要な図面や表をかき

あらわすことができる。 

・課題の解決策となる製作品の大きさ・

形状・構造など，使用場所や加工方

法・使用できる材料などの制約条件に

基づいて構想し．設計や計画を具体化

できる。 

A(2)アイ 

２－２①材料取りと部品加工 

２－３①材料取りと部品加工 

（金属・プラスチック） 

（６） ○製作品の材料取りを行う。 
○切断作業を行う。 
○組立てにむけて必要な部品加工を行う。 

・安全・適切に材料取り，材料取り・切
断・部品加工を行うことができる。 

 ・自らの問題解決とその過程を振り返
り，よりよいものとなるよう他者と協
働して粘り強く改善・修正しようとし
ている。 

A(2)アイ 
２－２②組み立てと仕上げ （４） ○製作品の組立てを行う。 

○制作費の仕上げと検査・点検，必要に応じた改
善・修正を行う。 
○完成した製作品について発表し，相互評価に基
づいて製作品や解決過程の修正・改善を考える。 

・安全・適切に組立て・仕上げと検査・
点検、必要に応じた改善・修正ができ
る。 

・適切に組立てができるよう手順を考え
て組立てを行うことができる。 

 ・完成した製作品が設定した課題解決
できるかを評価するとともに，設計や
製作の過程に対する改善及び修正を考
えることができる。 

３これからの材料と加工の技術 １  

①材料と加工の技術の学習をふり返ろ
う 

（１） ○これまでの学習内容を振り返る。 
○よりよい生活を実現する材料と加工の技術の在
り方について話し合い，自分の考えを発表する。 

・これまでの学習と，材料と加工の技術
が安全な生活や社会の実現に果たす役
割や影響を踏まえ，材料と加工の技術の
概念を説明できる。 

・よりよい生活の実現を目指して，材料

と加工の技術を評価し，適切な選択・管

理・運用の在り方について提言をまとめ

ることができる。 

・よりよい生活の実現に向けて，材料と
加工の技術を工夫し創造していこうと
している。 

A(3)ア 

②材料と加工の技術と私たちの未来 
A(3)イ 

計３５時間 


